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■ 前田家の甲冑・陣羽織 【前田育徳会尊經閣文庫分館】

■ 優品選 【近現代工芸】

■ 優品選 【近現代絵画・彫刻】

■ 日本往生極楽記と一遍上人絵伝 【前田育徳会尊經閣文庫分館】

■ 加賀ゆかりの個性派絵師 守景・岸駒 【古美術】

■ きらめく美 北陸ゆかりの截金作家たち 【近現代工芸】

■ 木と向き合う 【近現代彫刻】

■ 優品選 【近現代絵画・彫刻】

※企画展 「没後35年 鴨居玲展 －静止した刻－」について

  令和元年度の新収蔵品について

初代大樋長左衛門《飴釉獅子香炉》

－「加賀文化の粋」より－

加賀文化の粋 【古美術】

  令和2年度の展覧会予定
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今
回
は
、
展
示
作
品
の
中
か
ら
加
賀
藩
二
代
藩
主
・
前
田
利

長
が
所
用
し
た
《
鯰
尾
形
兜
》
に
注
目
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

加
賀
藩
祖
・
前
田
利
家
も
鯰
尾
形
を
好
ん
だ
こ
と
は
、
尾
山

神
社
ご
所
蔵
の
大
小
の
《
鯰
尾
形
兜
》
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
伝
存
す
る
鯰
尾
系
の
兜
に
は
鰭
を
リ
ア
ル
に
象
っ
た
も

の
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
利
家
や
利
長
が
所
用
し
た
も
の
は
、

長
烏
帽
子
を
意
識
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
と
こ

ろ
も
、文
武
二
道
精
神
の
表
れ
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

第２展示室【古美術】

加賀文化の粋

5月18日（月）～6月14日（日）　会期中無休

前田育徳会尊經閣文庫分館

前田家の甲冑･陣羽織

5月18日（月）～6月14日（日）　会期中無休

第5展示室【近現代工芸】

優品選

5月18日（月）～6月14日（日）　会期中無休

第3・4・6展示室【近現代絵画・彫刻】

優品選

5月18日（月）～6月14日（日）　会期中無休

《鯰尾形兜》前田利長所用

陶
芸
・
漆
芸
・
染
織
・
金
工
・
木
工
・
人
形
の
分
野
の
作
品
を

ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。

中
憲
一
作
《
爛
漫
》
は
、
満
開
の
桜
を
や
さ
し
い
色
彩
で
表

し
た
作
品
で
す
。
清
水
翠
東
、
次
い
で
武
腰
潤
に
師
事
し
た
確

か
な
色
絵
の
技
術
に
基
づ
い
た
、
絵
心
の
あ
る
意
匠
が
目
を

惹
き
ま
す
。

漆
芸
の
寺
井
直
次
作
《
萌
春
蒔
絵
水
指
》
は
、
小
さ
な
生
命

の
営
み
に
目
を
向
け
て
い
ま
す
。
力
強
く
伸
び
る
ゼ
ン
マ
イ

を
金
で
、
モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
を
卵
殻
の
白
で
、
今
ま
さ
に
伸
び

よ
う
と
す
る
若
い
芽
を
青
み
が
か
っ
た
白
の
螺
鈿
で
す
っ
き

り
と
配
置
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
昨
年
は
木
工
芸
の
特
別
陳
列
を
行
い
、
展
示
し
た

作
家
か
ら
作
品
の
寄
附
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
、
挽
物

の
中
嶋
虎
男
作
《
栃
杢
造
食
籠
》
、
指
物
の
福
嶋
則
夫
作
《
神
代

杉
柾
目
造
板
目
象
嵌
八
角
箱
》
を
紹
介
し
ま
す
。

日
本
画
部
門
で
は
、
没
後
二
十
五
年
を
迎
え
る
畠
山
錦
成

の
作
品
を
複
数
点
展
示
し
ま
す
。
畠
山
は
、
金
沢
美
術
工
芸
大

学
の
前
身
で
あ
る
金
沢
美
術
工
芸
専
門
学
校
設
立
に
尽
力

し
、
開
校
後
は
講
師
・
教
授
を
つ
と
め
る
な
ど
、
石
川
日
本
画

に
大
き
く
貢
献
し
た
作
家
で
す
。

洋
画
部
門
で
は
、
脇
田
和
《
赤
い
鳥
》
や
《
金
太
郎
》
な
ど
油

彩
画
の
秀
作
を
紹
介
し
ま
す
。
子
供
や
鳥
を
主
題
と
す
る
洗

練
さ
れ
た
抒
情
的
作
風
は
、
脇
田
芸
術
の
真
骨
頂
で
あ
る
と

い
え
ま
す
。
素
描
作
品
も
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

彫
刻
部
門
で
は
、
晴
れ
た
日
差
し
や
生
き
生
き
と
し
た
動

物
た
ち
の
息
吹
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
作
品
を
紹
介
し
ま

す
。
得
能
節
朗
《
春
》
は
、
掌
に
鳥
を
乗
せ
空
を
見
上
げ
る
姿
か

ら
、
暖
か
な
日
差
し
を
感
じ
ま
す
。
か
わ
い
ら
し
い
動
物
彫
刻

や
可
憐
な
具
象
彫
刻
も
紹
介
し
ま
す
。

今
回
は
、
茶
道
美
術
の
背
景
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。
特
集
「
前
田
家
の
甲
冑
・
陣
羽
織
」
と
の
同
時
開
催
に

よ
り
、
ど
う
し
て
も
、
茶
道
美
術
の
奥
底
に
あ
る
生
と
死
の
切

迫
感
が
意
識
さ
れ
ま
す
。
前
田
家
の
文
武
二
道
の
家
風
と
戦
略

的
な
文
化
政
策
は
、
佗
茶
を
大
成
し
た
千
利
休
の
凄
絶
な
生

き
様
へ
の
深
い
共
感
が
原
動
力
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

美
の
規
範
を
定
め
る
こ
と
は
権
力
者
に
の
み
許
さ
れ
る
こ

と
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
、
利
休
は
豊
臣
秀
吉
に
対
す
る
反

逆
者
で
あ
り
、
利
休
の
生
き
様
が
「
美
の
下
克
上
」
と
も
言
わ

れ
る
ゆ
え
ん
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
美
に
殉
じ
た
と

の
生
き
様
は
、
利
休
在
世
時
か
ら
あ
っ
た
利
休
の
悪
評
を
超

越
し
た
寂
静
感
を
人
々
に
強
く
印
象
づ
け
ま
す
。
こ
れ
が
「
美

の
力
」
で
あ
り
、
前
田
家
が
江
戸
時
代
を
通
し
て
徳
川
家
に
対

抗
し
た
「
文
化
力
」
の
モ
デ
ル
で
し
た
。

今
回
も
《
黒
楽
茶
碗　

銘
北
野
》（
県
文
）
を
展
示
し
ま
す
。

前
田
家
の
収
集
品
で
は
な
く
、「
百
万
石
ブ
ラ
ン
ド
」
の
文
化

的
求
心
力
に
よ
っ
て
当
地
に
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
す
。
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重文　《一遍上人絵伝》　巻一（部分）

前
田
育
徳
会
本
の
重
文
《
一
遍
上
人
絵
伝
》
の
展
示
は
、
こ

れ
ま
で
も
度
々
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は
、
前
田
育
徳

会
本
の
重
文
《
日
本
往
生
極
楽
記
》
を
あ
わ
せ
て
展
示
し
、
浄

土
教
の
成
立
と
展
開
の
観
点
か
ら
《
一
遍
上
人
絵
伝
》
を
捉
え

直
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

『
日
本
往
生
極
楽
記
』
は
、
平
安
中
期
の
漢
詩
人
で
仏
教
に

深
く
帰
依
し
た
慶よ

し

滋
し
げ
の

保や
す

胤た
ね

が
書
い
た
平
安
時
代
の
往
生
者

の
伝
記
集
で
、
寛
和
年
間
（
九
八
五
～
九
八
七
）
に
成
立
し
ま

し
た
。
内
容
は
、
人
々
を
浄
土
教
に
導
く
た
め
に
聖
徳
太
子
、

行
基
、
円
仁
以
下
四
十
五
名
の
往
生
者
の
略
伝
を
記
し
た
も

の
で
、
前
田
育
徳
会
本
は
鎌
倉
時
代
前
期
の
写
本
で
す
。

《
一
遍
上
人
絵
伝
》
は
、
鎌
倉
時
代
の
僧
で
時
宗
の
開
祖
・
一

遍
（
一
二
三
九
～
一
二
八
九
）
の
行
状
を
描
い
た
絵
巻
で
、
一

二
九
九
年
に
一
遍
の
高
弟
・
聖
戒
が
詞
書
を
作
り
、
法
眼
円
伊

が
絵
を
描
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
絵
巻
に
は
、
こ
の
聖

戒
を
開
基
と
す
る
山
城
国
の
善
導
寺
を
京
都
六
条
に
移
建
し

た
、
歓
喜
光
寺
に
伝
わ
っ
た
全
十
二
巻
か
ら
な
る
歓
喜
光
寺

本
と
、
一
遍
と
第
二
祖
の
他
阿
上
人
の
伝
記
を
扱
っ
た
宗
俊

の
編
に
よ
る
十
巻
本
の
系
統
が
あ
り
ま
す
。
前
田
育
徳
会
本

は
、
奥
書
に
「
佐
女
牛
室
町
新
善
光
寺
御
影
堂
納
物
不
可
出
門

外
者
也
」
と
あ
り
、
も
と
京
都
の
御
影
堂
新
善
光
寺
に
伝
わ
っ

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
こ
と
か
ら
「
御
影
堂
本
」
と
も
呼
ば
れ
、

歓
喜
光
寺
本
系
の
十
二
巻
か
ら
な
る
十
四
世
紀
の
作
で
す
。

御
影
堂
に
は
か
つ
て
巻
五
、
六
を
除
く
十
巻
が
伝
え
ら
れ
て

い
た
と
こ
ろ
を
前
田
家
は
巻
第
一
、
二
、
四
、
九
、
十
、
十
一
、
十

二
の
七
巻
（
重
要
文
化
財
指
定
）
を
入
手
し
、
寺
に
残
し
た
巻

三
、
七
、
八
は
模
写
し
て
蔵
し
ま
し
た
。

前田育徳会尊經閣文庫分館　特別陳列

日本往生極楽記と一遍上人絵伝

6月20日（土）～7月26日（日）　会期中無休

入
手
で
き
な
い
も
の
は
写
す
と
い
う
、
前
田
家
の
《
一
遍
上
人
絵
伝
》
蔵
書
形
態
を
考
え
ま
す
と
、
入
手
は
加
賀
藩
五

代
藩
主
・
綱
紀
の
時
代
と
判
断
さ
れ
ま
す
。
私
の
前
田
育
徳
会
本
と
の
関
わ
り
も
三
十
年
以
上
に
な
り
ま
す
が
、
本
作

に
限
ら
ず
綱
紀
の
蔵
書
を
借
用
・
展
示
さ
せ
て
い
た
だ
く
度
に
、
綱
紀
の
思
い
が
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
を
自
問
し
ま

す
。
そ
こ
で
今
回
は
、
日
本
に
お
け
る
浄
土
教
信
仰
の
成
立
・
展
開
の
必
然
的
帰
結
と
し
て
《
一
遍
上
人
絵
伝
》
を
位
置

付
け
て
み
ま
し
た
。
二
〇
一
七
年
の
企
画
展
「
よ
み
が
え
っ
た
文
化
財
」
で
は
重
要
文
化
財
指
定
の
七
巻
す
べ
て
を
展

示
し
ま
し
た
が
、
展
示
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
か
ら
、
各
巻
の
紹
介
が
必
ず
し
も
十
分
に
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
今

回
は
、
巻
一
か
ら
四
の
著
色
四
巻
に
絞
っ
て
展
示
し
ま
す
。

学芸員の眼

3～5ページに掲載の

展覧会については、

会期や内容が変更と

なる場合があります。
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第5展示室【近現代工芸】　特別陳列

きらめく美
北陸ゆかりの截金作家たち

6月20日（土）～7月26日（日）　会期中無休

第2展示室【古美術】

加賀ゆかりの個性派絵師

守景・岸駒
6月20日（土）～7月26日（日）　会期中無休

平
安
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
の
仏
画
や
仏
像
の
装
飾
に
用
い

ら
れ
、
高
度
に
発
達
し
た
「
截
金
」
。
金
な
ど
の
箔
を
ご
く
細
か

い
方
形
や
、
髪
の
毛
よ
り
も
細
い
線
に
切
り
、
膠

に
か
わ

や
布ふ

海の

苔り

で

貼
り
付
け
て
、
文
様
を
構
成
す
る
技
法
で
す
。
貴
族
社
会
の
終

焉
と
と
も
に
衰
退
し
ま
し
た
が
、
京
都
の
本
願
寺
系
仏
画
師

の
間
に
技
法
が
継
承
さ
れ
ま
し
た
。

近
代
を
迎
え
た
日
本
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
芸
技
術
の
無

形
文
化
財
指
定
が
進
み
ま
し
た
。
最
盛
期
の
截
金
を
復
興
、
独

立
し
た
工
芸
技
術
と
し
て
優
れ
た
作
品
を
発
表
し
、
重
要
無

形
文
化
財
保
持
者
（
人
間
国
宝
）
の
認
定
を
受
け
る
作
家
が
現

れ
ま
す
。
斎
田
梅
亭
（
一
九
〇
〇
～
一
九
八
〇
）
、
西
出
大
三

（
一
九
一
三
～
一
九
九
五
）
、
江
里
佐
代
子
（
一
九
四
五
～
二
〇

〇
七
）
で
す
。
西
出
大
三
は
石
川
県
加
賀
市
生
ま
れ
で
、
本
年

で
没
後
二
十
五
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
節
目
の
年
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、
西
出
大
三
、
高
瀬
孝
信
、
山
本
茜
の
三
名
を
、
北
陸

ゆ
か
り
の
截
金
作
家
と
し
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

仏
師
を
目
指
し
て
東
京
美
術
学
校
に
学
ん
だ
西
出
は
、
在

学
中
に
截
金
に
出
会
い
ま
し
た
。
自
ら
木
彫
し
た
器
物
に
、
抒

情
的
な
彩
色
と
截
金
を
施
し
た
作
品
を
発
表
し
ま
し
た
。

大
阪
府
生
ま
れ
で
富
山
県
に
育
っ
た
高
瀬
は
、
斎
田
梅
亭
の

高
弟
と
し
て
、
受
け
継
い
だ
技
術
を
さ
ら
に
究
め
、
樹
脂
コ
ー

テ
ィ
ン
グ
に
よ
る
堅
牢
な
截
金
作
品
を
生
み
出
し
ま
し
た
。

金
沢
生
ま
れ
の
山
本
は
、
京
都
で
日
本
画
を
学
び
な
が
ら

江
里
佐
代
子
に
師
事
し
て
截
金
を
習
得
し
ま
し
た
。
富
山
で

ガ
ラ
ス
成
形
を
学
ん
で
、
截
金
ガ
ラ
ス
と
い
う
新
し
い
分
野

を
切
り
拓
き
、
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
作
家
の
一
人
で

す
。三

者
三
様
の
き
ら
め
く
美
の
世
界
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

江
戸
時
代
、
加
賀
藩
は
幕
府
に
対
す
る
主
体
性
の
表
明
と

し
て
、
京
都
の
後
水
尾
天
皇
を
範
と
し
て
戦
略
的
な
文
化
政

策
を
展
開
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
文
化
風
土
と
、
江
戸
と
京
都

と
の
微
妙
な
地
理
的
距
離
は
、
金
沢
に
あ
る
種
の
反
骨
精
神

を
胚
胎
さ
せ
る
要
因
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
今
回
着
目
す

る
久
隅
守
景
や
岸
駒
が
活
躍
し
た
原
動
力
も
、
こ
の
反
骨
精

神
だ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

守
景
は
一
六
一
〇
年
頃
に
生
ま
れ
一
七
〇
〇
年
頃
に
没
し

た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
当
時
江
戸
画
壇
の
頂
点
に
あ
っ
た
幕

府
御
用
絵
師
・
狩
野
探
幽
門
下
の
傑
出
し
た
画
家
で
し
た
が
、

後
年
何
ら
か
の
確
執
が
あ
っ
て
探
幽
の
門
を
去
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
守
景
の
動
向
に
、
文
化
で
幕
府
に
優
越
す
る
こ
と

を
文
化
政
策
の
指
針
と
し
た
加
賀
藩
が
注
目
し
た
こ
と
は
当

然
で
す
。
そ
こ
で
加
賀
藩
の
文
化
風
土
が
、
守
景
の
“
家
貧
な

れ
ど
も
そ
の
志
高
く
、
た
や
す
く
人
の
求
め
に
応
ず
る
こ
と

な
し
”（
『
近
世
畸き

人じ
ん

伝
』
一
七
九
〇
年
）
と
伝
え
ら
れ
た
気
骨

と
絶
妙
に
響
き
合
い
、
守
景
は
加
賀
の
地
で
画
業
を
開
花
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

岸
駒
の
出
生
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
く
、
加
賀
藩
の

史
料
に
よ
れ
ば
、
十
二
歳
の
頃
に
金
沢
の
染
物
屋
に
丁
稚
奉

公
し
、
二
十
五
歳
で
京
へ
上
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
時

期
、
円
山
応
挙
か
ら
指
導
を
受
け
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
一
七
八
四
年
に
有
栖
川
宮
家
御
学
問
所
の

障
壁
画
を
描
き
、
有
栖
川
宮
の
近
習
と
な
り
、
雅
楽
助
の
名
を

賜
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
一
流
の
画
家
と
し
て
の
地
位
を
確
立

し
ま
し
た
。
一
八
〇
九
年
に
は
加
賀
藩
主
に
招
か
れ
金
沢
城

に
障
壁
画
を
描
き
、
一
八
三
八
年
に
約
九
十
歳
で
没
す
る
ま

で
、
京
都
や
金
沢
で
精
力
的
に
活
動
し
ま
し
た
。

重要美術品《四季耕作図》久隅守景（左隻部分）高瀬孝信《截金飾箱　花の城閣》砺波市美術館蔵
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第3展示室【近現代絵画・彫刻】

優品選

6月20日（土）～7月26日（日）　会期中無休

第4展示室【近現代彫刻】

木と向き合う

6月20日（土）～7月26日（日）　会期中無休

第
3

展
示
室
で
は
、
近
現
代
純
粋
美
術
の
展
示
を
行
い
ま

す
。
季
節
は
移
り
、
初
夏
の
花
々
の
美
し
い
頃
と
な
り
ま
し

た
。
日
本
画
の
展
示
で
は
こ
の
季
節
に
相
応
し
い
花
を
愛
で

た
い
と
思
い
ま
す
。
初
夏
を
彩
る
花
と
い
え
ば
牡
丹
で
し
ょ

う
か
。
牡
丹
は
古
来
中
国
で
は
、
百
花
王
、
富
貴
花
な
ど
と
よ

ば
れ
て
き
ま
し
た
。
日
本
画
の
モ
テ
ィ
ー
フ
と
し
て
も
大
変

好
ま
れ
、
有
名
な
と
こ
ろ
で
は
村
上
華
岳
や
加
山
又
造
が
手

が
け
て
い
ま
す
。
今
回
の
展
示
で
は
稲
元
実
《
気
》
な
ど
日
本

画
の
優
品
を
ご
覧
下
さ
い
。

油
彩
画
か
ら
は
西
房
浩
二
の
《G

r
a
v
e
-

（
グ
ラ
ー
ヴ
ェ
）
－
》

や
林
武
の
《
花
（
ば
ら
）
》
な
ど
静
物
画
の
名
品
を
紹
介
し
ま

す
。
西
房
は
石
川
県
立
工
業
高
等
学
校
に
勤
務
し
た
後
、
チ
ェ

コ
･

プ
ラ
ハ
に
一
年
間
絵
画
留
学
し
ま
し
た
。
留
学
体
験
か

ら
学
ん
だ
、
光
の
効
果
を
最
大
限
に
生
か
し
、
モ
テ
ィ
ー
フ
の

存
在
を
際
立
た
せ
る
空
間
描
写
表
現
に
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

彫
刻
部
門
か
ら
は
、
坂
坦
道
《
チ
ン
ド
ン
屋
》
を
紹
介
し
ま

す
。
看
板
を
背
負
い
ピ
エ
ロ
の
衣
装
を
身
に
着
け
た
人
物
。
空

を
仰
い
で
慟
哭
す
る
よ
う
な
途
方
に
暮
れ
る
よ
う
な
姿
は
、

音
楽
と
口
上
で
街
頭
を
湧
か
せ
る
明
る
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
の

イ
メ
ー
ジ
と
は
正
反
対
の
も
の
で
す
。
坂
が
こ
の
モ
テ
ィ
ー

フ
に
こ
め
た
感
情
の
「
複
雑
な
も
の
」
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

本
特
集
で
は
、
木
の
造
形
で
あ
る
木
彫
と
、
木
版
画
を
紹
介

し
ま
す
。

木
彫
は
江
戸
時
代
ま
で
日
本
彫
刻
の
中
心
で
、
江
戸
期
に

は
非
常
に
精
緻
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
ら
は
近
代

化
・
西
洋
化
の
波
と
と
も
に
工
芸
的
な
「
細
工
物
・
彫
り
物
」
へ

と
変
貌
し
て
い
き
ま
す
。
西
洋
化
を
目
の
当
た
り
に
し
た
木

彫
家
た
ち
は
、
写
実
的
な
作
風
を
求
め
ら
れ
ま
す
が
、
徐
々

に
写
実
か
ら
の
脱
却
を
目
指
し
ま
す
。
大
正
時
代
か
ら
昭
和

戦
前
期
に
か
け
て
は
、
写
実
的
で
あ
り
な
が
ら
作
家
独
特
の

表
現
を
感
じ
る
こ
と
で
き
る
作
風
へ
と
変
化
し
ま
す
。
そ
し

て
現
在
に
至
る
ま
で
の
あ
い
だ
に
、
表
現
主
義
的
で
自
由
な

木
の
造
形
が
制
作
さ
れ
て
い
ま
す
。
材
質
で
あ
る
木
の
良
さ

や
ぬ
く
も
り
を
残
し
つ
つ
形
作
ら
れ
て
い
る
こ
れ
ら
の
作
品

は
、
時
代
を
問
わ
ず
、
作
家
が
木
と
い
う
材
質
と
向
き
合
っ
た

証
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
木
版
画
で
は
棟
方
志
功
の
作
品
を
紹
介
し
て
い
ま

す
。
棟
方
は
青
森
県
に
生
ま
れ
、
上
京
し
て
独
学
で
絵
を
学

び
、
白
日
会
展
、
帝
展
な
ど
に
出
品
し
ま
す
。
ま
た
、
民
藝
運
動

の
中
心
人
物
で
あ
っ
た
柳
宗
悦
ら
と
交
流
を
持
ち
ま
す
。
昭

和
二
十
年
に
は
富
山
県
福
光
町
に
疎
開
し
、
そ
こ
で
多
く
の

作
品
を
手
が
け
て
い
ま
す
。
棟
方
は
昭
和
十
七
年
に
出
版
さ

れ
た
彼
の
随
筆
集
『
板
散
華
』
中
で
版
画
は
「
板は

ん

画が

」
の
字
を
使

う
と
宣
言
し
て
い
ま
す
。
版
画
に
つ
い
て
は
「
板
か
ら
生
ま
れ

る
板
に
よ
る
画
」
と
の
認
識
を
示
し
、
板
画
を
使
う
理
由
と
し

て
は
「
板
の
声
を
聞
き
、
板
の
命
を
彫
り
起
こ
す
」
志
し
を
示

す
た
め
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

木
と
向
き
合
っ
て
完
成
さ
れ
た
温
か
な
造
形
作
品
・
木
版

画
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

松井乗雲《日本武尊像》稲元実《気》
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《観音像》1948年　北國新聞社蔵

《おばあさん（Ｂ）》1973年　当館蔵

《Étude（B）》1978年

公益財団法人ひろしま美術館蔵

本
年
、
没
後
三
十
五
年
を
迎
え
る
洋
画
家
鴨
居
玲
の
回
顧
展
で
す
。
一
九
八
五

（
昭
和
六
十
）
年
九
月
に
五
十
七
歳
で
急
逝
、
そ
の
後
五
年
ご
と
に
開
催
さ
れ
て

き
た
巡
回
展
も
今
回
で
七
回
目
を
迎
え
ま
す
。
そ
の
他
に
も
亡
く
な
っ
て
間
も

な
い
こ
ろ
か
ら
、
追
悼
個
展
や
回
顧
展
が
全
国
各
地
で
開
か
れ
て
い
ま
す
。
没
後

も
こ
れ
ほ
ど
永
く
人
々
に
愛
さ
れ
、
新
た
な
フ
ァ
ン
を
獲
得
し
続
け
る
画
家
は

希
有
で
し
ょ
う
。

鴨
居
玲
は
、
新
聞
記
者
で
あ
る
父
が
金
沢
に
赴
任
し
て
き
た
一
九
二
八
（
昭
和

三
）
年
、
金
沢
に
生
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
後
を
京
城
（
ソ
ウ
ル
）
、
大
阪
と
転
居
し

金
沢
へ
戻
り
ま
す
。
そ
し
て
金
沢
美
術
工
芸
専
門
学
校
（
現
金
沢
美
術
工
芸
大

学
、
以
下
美
専
）
の
一
期
生
と
し
て
卒
業
す
る
ま
で
青
春
時
代
を
、
当
地
で
暮
ら

し
ま
し
た
。

当
展
で
は
、
鴨
居
の
画
業
を
三
期
と
す
る
こ
れ
ま
で
の
考
え
を
踏
襲
し
構
成

し
ま
し
た
。

一
章
「
模
索
～
煩
悶
す
る
若
き
画
家
～
」
で
は
、
美
専
在
学
中
か
ら
四
十
一
歳

で
の
安
井
賞
受
賞
に
い
た
る
画
家
の
苦
悩
を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。

二
章
「
画
風
の
確
立
へ
～
充
実
の
日
々
～
」
で
は
、
受
賞
後
ス
ペ
イ
ン
に
渡
り
、

鴨
居
が
「
わ
た
し
の
村
」
と
よ
ぶ
バ
ル
デ
ペ
ー
ニ
ャ
ス
の
人
た
ち
を
題
材
に
、
自

ら
の
画
風
を
確
立
し
て
い
く
充
実
期
の
作
品
群
を
紹
介
し
ま
す
。

三
章
「
終
焉
へ
の
道
～
再
び
の
煩
悶
～
」
。
鴨
居
は
、
帰
国
後
さ
ら
な
る
芸
術
の

高
み
を
目
指
し
、
裸
婦
・
女
性
像
と
い
う
新
た
な
題
材
に
取
り
組
み
ま
す
。
そ
し

て
《
１
９
８
２
年

私
》（
当
館
蔵
）
と
い
う
最
大
の
自
画
像
を
制
作
す
る
に
至
る

過
程
と
、
苦
悩
の
す
え
に
終
焉
を
迎
え
る
ま
で
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。

常
に
「
人
間
と
は
何
か
」
を
問
い
、
自
ら
の
内
面
を
え
ぐ
る
よ
う
に
見
つ
め
つ

づ
け
た
鴨
居
玲
。
そ
の
軌
跡
を
見
つ
め
直
す
機
会
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

企画展 「没後35年 鴨居玲展 －静止した刻－」について

※当初予定していた標記の企画展については、開催時期等について調整中です。

主催／石川県立美術館　共催／北國新聞社

企画協力／公益財団法人日動美術財団
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新収蔵となった作品

令和元年度

分
類

№

作
品
名

作
者
名

員
数

制
作
年

寄
附
者
名

漆
工

①

漆
皮
水
指

「
ほ
の
あ
か
り
」

坂
下　

直
大

１
合

平
成
26
年

坂
下　

信
子

漆
工

②

漆
皮
合
子
「
笠
雲
」

坂
下　

直
大

１
合

平
成
27
年

坂
下　

信
子

染
織

③

兼
六
園
徽
軫
灯
籠

模
様
大
島
紬

１
枚

平
成
27
年

真
野　

君
子

木
工

④

欅
造
拭
漆
盛
器

水
上　

隆
志

１
口

平
成
11
年

水
上　

京
子

木
工

⑤

欅
造
多
辺
挽
鉢

川
北　

浩
彦

１
口

平
成
23
年

川
北　

浩
彦

木
工

⑥

栃
杢
造
食
籠

中
嶋　

虎
男

１
合

平
成
26
年

中
嶋　

虎
男

木
工

⑦

栃
造
器

中
島　

武
仁

１
口

平
成
26
年

中
嶋　

武
仁

木
工

⑧

神
代
杉
柾
目
造
板
目

象
嵌
八
角
箱

福
嶋　

則
夫

１
合

令
和
元
年

福
嶋　

則
夫

木
工

⑨

神
代
楡
重
ね
箱

福
嶋　

則
夫

１
重

平
成
23
年

福
嶋　

則
夫

木
工

⑩

神
代
杉
木
象
嵌

重
ね
箱

福
嶋　

則
夫

１
重

平
成
20
年

福
嶋　

則
夫

日
本
画

⑪

秋
庭
小
禽
図

雲
嶙
社
中

１
幅

明
治
30
年
頃

山
﨑　

繁

日
本
画

⑫

五
月
雨

高
村　

右
暁

１
幅

昭
和
21
年

山
﨑　

繁

日
本
画

⑬

富
士
山
水
之
図

玉
井　

紅
嶙

１
幅

明
治
期

山
﨑　

繁

日
本
画

⑭

瀑
布
之
図

玉
井　

紅
嶙

１
幅

明
治
期

山
﨑　

繁

日
本
画

⑮

萩
に
小
菊

（
鶉
草
花
図
）

中
濱　

松
香

１
幅

明
治
35
年

山
﨑　

繁

日
本
画

⑯

人
物
遊
興
図

中
濱　

龍
淵

１
幅

大
正
期

山
﨑　

繁

日
本
画

⑰

花
鳥
図

中
濱　

龍
淵

１
幅

大
正
８
年

山
﨑　

繁

日
本
画

⑱

蓬
莱
之
図

鈴
木　

華
邨

対
幅

明
治
38
年

山
﨑　

繁

日
本
画

⑲

松
蔭
鴛
鴦
図

紺
谷　

光
俊

１
幅

昭
和
15
年

山
﨑　

繁

日
本
画

⑳

山
間
図

尾
竹　

竹
坡

１
幅

大
正
期

山
﨑　

繁

油
彩
画

㉑

夢
見
る
刻

六
反
田　

英
一

１
面

平
成
30
年

六
反
田
英
一

油
彩
画

㉒

狂
詩
曲

鈴
木　

治
男

１
面

平
成
３
年

鈴
木　

治
男

油
彩
画

㉓

若
木
の
ス
ペ
ー
ス

鈴
木　

治
男

１
面

平
成
21
年

鈴
木　

治
男

油
彩
画

㉔

水
の
記
憶
︱
復
元

鈴
木　

治
男

１
面

平
成
28
年

鈴
木　

治
男

分
類

№

作
品
名

作
者
名

員
数

制
作
年

寄
附
者
名

彫
塑

㉕

偵
察

吉
田　

三
郎

１
点

昭
和
16
年

田
中　

幸
子

写
真

㉖

赤
い
靴
音

冨
岡　

省
三

１
面

昭
和
57
年

西
出　

和
代

写
真

㉗

白
日
夢

冨
岡　

省
三

１
面

不
明

西
出　

和
代

写
真

㉘

白
い
指

冨
岡　

省
三

１
面

昭
和
61
年

西
出　

和
代

写
真

㉙

粧

冨
岡　

省
三

１
面

昭
和
63
年

西
出　

和
代

写
真

㉚

細
波

冨
岡　

省
三

１
面

平
成
２
年

西
出　

和
代

写
真

㉛

麦
の
秋

冨
岡　

省
三

１
面

不
明

西
出　

和
代

写
真

㉜

静
寂

冨
岡　

省
三

１
面

不
明

西
出　

和
代

写
真

㉝

反
照

冨
岡　

省
三

１
面

不
明

西
出　

和
代

写
真

㉞

錆
の
存
在

冨
岡　

省
三

１
面

平
成
16
年

西
出　

和
代

写
真

㉟

時
の
移
ろ
い

冨
岡　

省
三

１
面

平
成
18
年

西
出　

和
代

写
真

㊱

時
の
跡

冨
岡　

省
三

１
面

平
成
19
年
頃

西
出　

和
代

写
真

㊲

時
ノ
跡

冨
岡　

省
三

１
面

平
成
26
年

西
出　

和
代

写
真

㊳

想
う

冨
岡　

省
三

１
面

昭
和
62
年

西
出　

和
代

写
真

㊴

時
の
跡
「
聖
者
」

冨
岡　

省
三

１
面

平
成
21
年

西
出　

和
代

写
真

㊵

時
を
き
ざ
む
無
常

冨
岡　

省
三

１
面

平
成
22
年

西
出　

和
代

写
真

㊶

無
常
の
叫
び

冨
岡　

省
三

１
面

平
成
22
年

西
出　

和
代

写
真

㊷

縄
梯
子

冨
岡　

省
三

１
面

平
成
24
年

西
出　

和
代

写
真

㊸

置
き
去
り
に
さ
れ
た
刻

冨
岡　

省
三

１
面

平
成
20
年
代

西
出　

和
代

写
真

㊹

D
o
o
r&
D
o
o
r

「P
O
R
T
U
G
A
L

」

冨
岡　

省
三

１
面

不
明

西
出　

和
代

写
真

㊺

無
常
「
老
木
の
王
」

冨
岡　

省
三

１
面

平
成
23
年

西
出　

和
代

写
真

㊻

時
を
き
ざ
む
無
常

︱
錆
「
船
」

冨
岡　

省
三

１
面

平
成
27
年
頃

西
出　

和
代

令和元年度新収蔵品 46点　収蔵品総計（令和2年3月末 現在） 3,965点

◇ 
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
「
新
収
蔵
品
選
」
（
第
６
展
示
室
）
に
て
一
部
を
展
示
い
た

し
ま
す
。
（
会
期
：
六
月
二
十
日
～
七
月
二
十
六
日
）
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6月1日は第1月曜により

コレクション展示室無料の日

6月の開館時間
午前9：30～午後6：00

カフェ営業時間
午前10：00～午後7：00 年中無休

6月の休館日は

15日（月）～19日（金）

石川県立美術館は電源立地地域対策

交付金を活用して運営しています。

前田育徳会
尊經閣文庫分館

第２展示室

令和2年7月31日（金）

～8月30日（日）

会期中無休

前田利為の

文化業績

よみがえった文化財

修復工房の修復実績

次回の展覧会

第3・4展示室 第5展示室 第6展示室

優品選

【近現代絵画・彫刻】

キラキラ×工芸

【近現代工芸】

夏休み 親子で楽しむ美術館

もっと、いしかわ

【近現代絵画・彫刻・工芸】

令和2年度の展覧会予定

二
〇
二
〇
年
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
加
え
、
国
際
北
陸
工
芸
サ
ミ
ッ

ト
の
石
川
県
開
催
も
あ
っ
て
、
年
間
を
通
し
て

企
画
展
を
予
定
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
展
示
で
も
古
美
術
・
工
芸
・
近
現
代
美
術

部
門
そ
れ
ぞ
れ
に
テ
ー
マ
を
定
め
、
ミ
ニ
企
画

を
計
画
し
て
お
り
、
多
く
の
方
か
ら
期
待
を
集

め
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
本
年
早
々
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
広
が
り
で
、
日
本
国
内
は
も

と
よ
り
、
世
界
じ
ゅ
う
の
美
術
館
が
休
館
し
、
展

覧
会
の
開
催
が
見
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
当
館

で
も
、「
か
お
・
す
が
た
・
こ
こ
ろ
―
い
し
か
わ
ゆ

か
り
の
肖
像
―
」
展
「
改
組
新
第
六
回
日
展
金
沢

展
」
が
中
止
と
な
り
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
示
室
も

公
開
さ
れ
な
い
ま
ま
約
一
ヶ
月
間
の
休
館
と
せ

ざ
る
を
得
な
い
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

状
況
が
落
ち
着
い
て
き
た
五
月
に
入
り
、
政
府

か
ら「
緊
急
事
態
措
置
の
維
持
と
緩
和
に
関
す
る

通
達
」
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
十
分
な
対
応
策
を
講

ず
る
こ
と
に
よ
り
美
術
館
・
博
物
館
を
開
館
で
き

る
こ
と
に
な
り
、
当
館
で
も
そ
の
取
り
組
み
を
進

め
た
結
果
、
五
月
十
八
日
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
示

室
の
開
館
に
こ
ぎ
着
け
る
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
当
面
の
間
、
県
民
の
方
に
向

け
て
の
限
定
的
な
開
館
と
な
る
ほ
か
、
入
館
に

際
し
て
も
体
温
チ
ェ
ッ
ク
や
マ
ス
ク
の
着
用
を

お
願
い
す
る
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
通
常
時
の
開
館

と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
状
況
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
未
だ
県
境
を
越
え
て
の
移
動
に
自
粛

が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
作
品
の
借
用
計
画
に
も

支
障
を
き
た
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
外
部
か
ら

の
借
用
を
必
要
と
し
な
い
展
示
内
容
に
変
更
せ

ざ
る
を
得
な
い
も
の
や
、
場
合
に
よ
っ
て
は
実

施
困
難
と
な
る
展
覧
会
も
出
て
く
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。

現
段
階
で
は
、
展
覧
会
が
予
定
通
り
行
わ
れ

る
よ
う
努
力
し
て
お
り
ま
す
が
、
変
更
も
予
想

さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
当
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
:/
/
ish
ib
i.p
re
f.ish

ik
a
w
a
.jp

）
で
ご
確
認

下
さ
い
。

◆
今
後
の
展
示
に
つ
い
て

今
後
の
展
示
に
つ
い
て
は
、
会
期
や
内
容

が
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
最
新

の
情
報
を
当
館
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

ご
確
認
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

◆
土
曜
講
座
に
つ
い
て

六
月
二
十
七
日
に
予
定
さ
れ
て
い
た
土
曜

講
座
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
中
止
と
な
り
ま

し
た
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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